令和３年８月

令和３年度　東海中学校総合体育大会　バドミントンの部
　感染防止対策ガイドライン

	１．基本方針


本ガイドラインは、日本バドミントン協会策定の「新型コロナウィルス感染症対策に伴うバドミントン活動ガイドライン（３章バドミントン競技大会・イベント実施にあたって）」を基に、現時点で得られている知見等に基づいて作成しています。今後の感染状況等により、適宜見直すことがあり得ることにご留意ください。


	２．大会の開催にあたって


今大会の開催にあたっては、関係諸機関（東海中体連、静岡県バドミントン協会、開催体育館）等と十分に協議のうえ、本ガイドラインを参照し実施にあたるものとします。ただし、今後の感染状況の変化によっては、急遽大会を中止とすることもあります。
【コロナ感染状況】
 ・静岡県は現在レベル５(国の警戒区分ではステージⅢ) です。これは、「他県への移動を自粛すること、県内移動については十分に注意して行うこと」となっています。
 ・新しい生活様式に基づく行動の徹底が求められています。 
・イベント開催制限は、屋内の収容率５０％以内、最大５千人まで可能と規定され、　今回開催する「このはなアリーナ」は、最大入場者数は1,300名となっています。 

	緊急事態宣言は静岡県内に発令されていないとはいえ、危険な状態にあることに変わりはなく、気を緩めるわけにはいきません。東海４県から人が集まることがいかに危険なことなのかを全ての大会参加者が十分に認識することが大切です。選手の活躍を見る、応援するというより、選手が安心安全に大会に参加できるような大会運営をサポートするスタッフという意識を全員でもっていただけるように、ご準備願います。



《大会への参加を認めない場合》
・大会当日の検温だけでなく、大会開催３日前から大会開催日までに３７．５℃以上の発熱（平熱を超える発熱）や、咳、のどの痛み、倦怠感、息苦しさ、嗅覚味覚異常などの症状があった場合	
・新型コロナウィルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある場合。
・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合。
・大会開催日から２週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者と濃厚接触がある場合。


	３．大会開催前の留意事項


・大会前２週間の検温・体調管理は、すべての入場者を対象とする。毎日、健康管理を徹底する。それを基に「学校同行者体調記録表」を作成し、受付時に提出する。
・日常から手洗い、アルコール等による手指消毒など感染症予防を徹底する。
	４．大会開催時の感染防止策について


＜１＞ ３密の回避
・自動車に相乗りで来場をする場合は、車内が密にならないようにすることや、車内ではマスクを着用することを徹底する。公共交通機関を利用する場合は、常時マスクの着用を徹底し、近距離での会話を控えるなど万全の注意すること。
・事前に示された受付時刻までは、自動車の中で待機するか、十分に間隔をあけて屋外で待機すること。
・受付では、前の人との間隔を意識し、必ずマスクを着用すること。 
・体育館の靴箱や傘立ては使用しない。靴は各自が用意したビニール袋等に入れて観客席まで持ち運ぶこと。
・観客席は、各県ごとエリアを事前に指定する。座席は1席ずつ空けるなどソーシャルディスタンスを心がけ、間隔を空けて座ること。 
・開閉会式や表彰式については行わない。
　朝は連絡式として、観客席に全選手が座った状態で放送にて行う。表彰は、準備ができ次第本部で賞状を渡すことで対応する。
・コールをよく聞くこと。選手待機所は設けないので、待機する際は選手の間隔を１ｍ以上あけ、必ずマスクをし、会話は控えて待つ。時間があいている場合は速やかに応援席に上がること。
・プレーに支障の無い窓は常に開けておく。
・必要に応じて換気の時間（１０分程度）を入れる。換気のため、エアコンは常に稼働させる。
・ウォーミングアップは体育館内では行わない。
・コーチングはコート後方に要した椅子に着席して行う。アドバイスをする際も一定の距離を保ち、必要最小限に短時間で行う。
・後方のコーチ席に座る人は１コートにつき２名までとする。ただし、インターバルやゲーム間のアドバイスをコートサイドで行うことができる者は１名までとする（感染症対策のため、2名同時に行くことがないようにする）。複数のコートにまたがって試合をしている場合は、移動してもかまわない。
・主審のために審判台を設置する。試合終了後、主審は審判台の除菌をしてから退場する。
・線審のイスも試合終了後、各自で除菌をしてから退場する。
・得点版も同様に試合終了後、各自で除菌をしてから退場する。
・ゲーム中のシャトルの受け渡しはできるだけシャトルをラケットに乗せて行い、手を使わないで受け渡すことを基本とする。本部のシャトル係は使い捨ての手袋を着用する。希望があれば、主審にも手袋を配布する。
・握手、ハイタッチ、抱き合うなど身体接触を伴う行動は控える。あまりにも激しい場合に関して、試合後に審判長より指導を行う場合がある。
・２階席での写真撮影、ビデオ撮影は可とするが、密にならないように十分配慮すること。
　また、設置したら速やかに自分の席に戻り観戦すること。ただし、感染症対策から他地区の観客席までに入り設置はしないようにする。
・片付け時のモップ操作やコート設営、片付けの際は、使用後に必ず消毒する。



＜２＞ 消毒・飛沫防止・拡散防止等
 ・受付、フロア出入り口、本部にアルコール手指消毒液のスプレーボトルを設置し、椅子の周囲には消毒液(次亜塩素酸ナトリウム水溶液)を設置する。
※各チームでも消毒グッズを持参すること。
 ・全ての入場者はマスクを着用する。（マスクは各自で用意する。ただし、気温の上昇により、熱中症には十分に注意する。ソーシャルディスタンスをとることや、マスクなしでの会話を控えること。）
 ※選手は基本、ゲーム中のみマスクを外してよい。試合終了後はマスクを着用する。
 ・筆記用具（鉛筆）・・・勝者サインは各自で用意した筆記用具を用いて行う。
 ・本部役員（シャトル係など必要な係、準備・片付け係等）は使い捨て手袋を着用する。
 ・ゴミはビニール袋に入れて各自が持ち帰る。（ゴミ袋は各自が用意）
・コートサイドカゴは設置しない。ラケットやタオル、水筒等はバックに入れて持ち運び、ゲーム中はコートサイドに置く。
・大会中は、自分の席以外からの応援は行わない。（自分の席以外の場所にとどまらない）
また、マスクをしていても声を出しての応援は控える。声を出さず拍手で行う。
・ラケット・タオル等の用具の貸借はしない。
・床の汗拭きは、モップもしくは所定の用具を使用する。
・汗をコート内やコートサイドに投げない。
・シューズの裏を手で拭かない。
・試合中、飛沫感染が考えられるような声出しは控える。あまりにも激しい場合に関して、試合後に審判長より指導を行う場合がある。

＜３＞大会当日の留意事項
①今大会は「無観客試合」とする、体育館内に入場できる者は次の通りとする
　　選手（男子、女子同時に試合を行います）、監督、コーチ、引率教員、大会役員、派遣審判員(静岡県協会より派遣)、生徒役員とする。保護者は入場不可。
※１：事前に申請をすました者のみ入場可能とする。(氏名はIDにより管理する。変更の場合は変更届を提出すること。)
※２：会場への途中入場、再入場はできません。
②選手・監督・コーチ・大会役員の健康チェックと入場確認の方法
(１)今大会は受付により入館証による確認を行う。
 (２)チームの代表者は、入場関係者をすべて「学校同行者体調記録表」に記載し、関係者が全員そろったことを確認したのち、受付に提出し入場をする。その時に棄権選手も報告する。
(３)地区ごとに指定された観客席に座る。
③各校ですべての選手の試合が終了した場合は、観戦や応援をせず、速やかに帰宅する。
④食事は会場内では、感染に十分注意した状態で速やかに摂ること。複数の場合は、できるだけ少人数で、向き合わない形で摂ること。

＜４＞競技中の留意事項(審判について(代表者会議資料と重複するものもあります))
①審判は主審、線審（２人）、得点板で行う。
サービスジャッジは団体戦、個人戦とも準決勝より配置する予定。
②主審、線審、サービスジャッジは、マスクを着用し、適宜手指消毒を行う。
③主審はマスク着用の上で、選手に聞こえる声ではっきりコールして試合を進める。
線審もアウトのジャッジではマスクをした上で聞こえる程度の大きさの声を出す。
④主審は自分の筆記用具で記入する。無い場合は使用後、速やかに手指消毒を行う。
⑤選手同士や審判員との握手は行わない。
⑥ゲーム間、マッチ終了後にコートにモップをかける。モップをかけた後は必ず手指消毒を行う。
⑦勝者サインは自分の筆記用具で記入する。無い場合は筆記用具使用後、速やかに手指消毒を行う。
＜５＞主催者対応
①受付場所、入場導線上等には、アルコール等の手指消毒液を設置する。
②人が対面する箇所には、アクリル板や透明ビニールカーテン等の遮蔽物を設置する。
③共用物品は定期的に消毒を行う。
④トイレや入場口取手など、複数の人が触れる箇所については、こまめに消毒を行う。
⑤競技区域の備品は、毎試合ごとに消毒を行う。
⑥受付時には、マスクおよび手袋の着用を行う。また、領収書等の受け渡し時には、一旦机に置いたものを受け取ってもらうなど、接触を避ける対応を行う。
⑦会場内を定期的に巡回し、消毒液の残量チェックとともに、参加者同士の密状態が発生しないよう、誘導等を行う。
⑧感染者が発生した場合に備え、個人情報の取扱いに十分注意しつつ、大会当日に大会関係者から提出された書面や大会申込用紙などの関係書類を、１カ月以上は保管する。
期日経過後は責任をもって破棄するものとする。

＜６＞不幸にも大会開催中関係者の感染が判明、もしくは感染が疑われる場合の対応
（大会関係者＝選手、監督、大会運営役員、審判補助員等会場に入った全ての人を指す）

大会期間中に感染が判明、もしくは感染が疑われる症状が発生した場合には、大会責任者に報告のうえ、開催地の行政機関および担当保健所の指示のもと、然るべき対応をとることとする。また、感染拡大を防ぐために下記の対応を行うこととする。
①大会直前の体調不良等で試合を棄権する場合は、来館せず大会事務局へ連絡すること　とする。大会責任者へ報告の後、濃厚接触の疑いがあるなど、場合によっては保健所の指示を受け大会本部並びに所属校もしくは所属チームに連絡をとり対応する。
②来館後、体調不良等が発生した場合は、監督を通じて大会本部へ連絡する。
③感染が疑われる症状（発熱、咳、咽頭痛等）がある場合には、別に用意する控室（個室）等で隔離のうえ、待機とすることもある。
④感染者および濃厚接触者と特定された者の出場（入場）は認めない。また、感染が疑われる症状がある場合も同様とする。
⑤感染拡大が懸念される場合には、関係各所と協議のうえ、試合の途中であっても中止とする場合がある。
⑥大会終了後２週間以内に新型コロナウィルス感染症を発症した場合は、速やかに濃厚　接触者の有無等について大会事務局へ連絡すること。
⑦会場地域の生活圏において感染拡大の可能性が報告された場合についても大会事務局経由で、大会関係者へ連絡する。

【参考資料】
・『新型コロナウィルス感染症対策に伴うバドミントン活動ガイドライン（３章バドミントン競技大会・イベントの実施にあたって）第２版』
（令和３年２月８日公益財団法人日本バドミントン協会）
